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本書の構成 

本書は、国⼟交通省各局にて作成された景観形成ガイドライン（道路デザイン指針、河川景観ガイドライン「河
川景観の形成と保全の考え⽅」など）を参照し、⼭梨県の場所性や今後の事業展開を踏まえて、公共事業の景観形
成の考え⽅を⽰したものです。 

これまでに上記ガイドラインを含めて、景観に係る様々な書籍等が出版されていますが、全ての事業者が全ての
書籍を読み込むことはできません。これより、本書では景観検討を進める上で必要と思われる内容を各書より抽出
して、また可能な限り収録して１冊にまとめることで、実際の事業の現場において本書のみを参照することで、検
討に着⼿できることを⽬指しました。 

なお、各章のタイトル下の⽂章      、および中項⽬における箱書き      は、国⼟交通省各局にて作
成された上記のガイドラインからの引⽤であり、全国どの事業においても検討が必要すべき内容を⽰しています。
また解説では、景観検討に関わる正しい技術を⾝につけるため、具体例を挙げながら解説⽂を記載していますが、
このうち重要な単語等は ⾚字 にて⽰すこととし、当該の章においてポイントとなる着眼点などを⽰しています。
さらには、本⽂の理解を補う コラム 、景観⼯学に関わる⽤語を説明の ⽤語解説 、国内の優良事例を掘り下
げる 事例紹介 を⽰したので、適宜参照して下さい。別に、巻末には景観検討に関わる⽤語の「さくいん」を⽰
しています。 

本書の使い⽅ 

本書は、景観形成の基本的な考え⽅を⾝につけることを⽬的として作成したガイドラインであり、マニュアルで
はありません。このため、本書を通して、場所性に応じて、それぞれ創意と⼯夫を凝らし、対応することが必要と
なります。第１章に⽰す通り、これまでの「景観整備」には、華美な装飾を施すような付加的なものという誤解を
もって捉えられている部分があり、これを避けるためには正しい技術を⾝につける必要があります。このため、以
下の様に読み進めていくことを想定しています。 

・本ガイドラインの位置付け（第 1 章）、景観⼯学の基礎知識（第 2 章）、⼭梨県における景観形成の考え⽅（第
3 章）の順に確認し、基本的な思想を理解します。

・事業分野毎の景観形成の考え⽅（第 4 章）を確認します。なお、第 4 章は基本的に、「構想・計画」、「調査・
設計」、「施⼯」、「維持管理」の段階ごとに記載しておりますが、景観形成には前段階からの考え⽅の踏襲や次
段階への継承が必要ですので、前後の段階の記載も確認します。

・⾊彩（第 5 章）は、事業分野に限らず必要な知識であるため、事業と並⾏して検討します。
・検討システムの構築など（第 6 章）は、特に事業の着⼿時に確認します。

なお、各市町村の景観計画の多くにおいて公共事業が対象外となっていますが、これは⾏政が誤った判断を⾏わ
ないという性善説に拠っていますが、本書で紹介するような正しい技術に拠らない事例は現実として存在します。 

公共事業には、⼤規模性（規模が⼤きい）、永続性（耐⽤年数が⻑い）、公益性（不特定多数の⼈々が利⽤する）、
不可逆性（設置後は元に戻したり移動したりできない）の特徴があり、特定の⼈間の好みや⾃⼰表現の産物ではあ
り得ません。対峙する事業やその段階に関連するページのみを参照しては、誤った判断となる可能性があります。
これを避けるために、上に⽰した順番で本書の読み進めてください。 
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